
今月の表紙 シャペロニンリングのダイナミックな構造変化

本号 の特集 「分子 シャペ ロン」にちなんで,表 紙 に

は,さ まざまな形 をしたシャペ ロニ ンの電子顕微鏡像

(いずれも側面像)を 画像処理 した ものを載せた。左上

は非光合成紅色細菌Paracoccus denitrificansの シャペ

ロニン60,そ の他 は好熱菌Thermus thermophilusの

シ ャペ ロニンをさまざまな条件で電顕観察 した像1～3)を

もとにしている。 このページでは,そ の電顕像 を模式

的に表わした図を付けた。

筆者 らは,シ ャペロニ ンの形 を説明す るときに “リ

ング” という言葉 をよ く使 う。上図からもわかるよう

に,シ ャペロニ ン60も シ ャペロニン10も,そ れぞれ

サブユニ ットが1つ 並んだリング構造が基本 となって

いるからである。研究が進むにつれて,こ のシャペ ロ

ニンの2種 類のリングがATPやADPの 結 合を伴って,

さ まざまな組合せで集合 ・解離で きることがわかって

きた。その各々の形がシャペロニンの機能サイクルの

中で どのような意味をもつのか,一 つの焦点 となって

いる。

左上の図 は,シ ャペロニン60の7量 体か らできたリ

ング(直 径約14nm)が2っ 重 なったレンガ(brick)

型 で1),大 腸菌GroELも このような形をしている。

一方
,T.thermophilusの シャペロニンは,シ ャペ ロ

ニン60と シャペロニン10がADPと 一緒になって,右

上の図のような弾丸(bullet)型 の複合体 として精製 さ

れる1,2,4)。筆者 らは最近,こ の弾丸型シャペロニンが生

理的な条件下でATPが あると,ダ イナミックな構造変

化 を起 こす ことを見いだした3)。ATPの 加 水分解が極

端に抑えられ る条件(K+濃 度 を低 くする)でATPが

存在すると,右 下の図のようにシャペロニン10が 両側

に結合 したフットボール型のシャペロニンが観察 され

た(未 発表データ)。続いて,K+濃 度 を高 くするとATP

の加 水分解に伴って,シ ャペ ロニン60の2層 リングが

赤道面から2つ に割れ,左 下の図のように三角形(cone)

の分子が観察 された3)。

フ ットボール型シャペロニンは,GroEL,GroESの

系ですでに知 られており5,6),そ の重要性 をめ ぐって論

争が続 いている7,8)。また,シ ャペロニン60が2つ に分

割する現象は,1層 リングのミトコンドリア型シャペロ

ニン60と2層 リングのシャペロニ ン60を 作 用機構の

上で統一で きる,と いう点で重要であ ろう。

シャペロニ ンのリングが どのように連係 して働いて

いるのか。 さらなる未知 の因子 は必要なのか。 リング

でで きた知恵の輪は,わ れわれの頭 を悩 ましくも混乱

させ続 けている。
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